
漁獲シナリオの検討について（案）

水産庁
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これまで これから

下回ってはいけない資
源水準の値

親魚量10.0万トン
（Blimit)

親魚量45.4万トン
（Limit Reference Point：LRP）

回復・維持する目標と
なる資源水準の値

ー
親魚量99.0万トン

（Target Reference Point：TRP）

目指す方向 親魚量10.0万トンへの回復

 50パーセント以上の確率で親
魚量99.0万トン以上への回復
（2019年の水準から75.8 万ト
ン以上の増加）

 漁獲量7.1万トン
 漁獲の強さ（ＭＳＹ水準比）

（近年 0.99 → ？）
2

親魚量(2019年）・・・23.2万トン

１．マイワシ対馬暖流系群資源評価 -「これまで」と「これから」の比較 -



１．マアジ太平洋系群資源評価 -「これまで」と「これから」の比較 -

これまで これから

下回ってはいけない
資源水準の値

親魚量2.4万トン
（Blimit)

親魚量1.5万トン
（Limit Reference Point：LRP）

回復・維持する目標と
なる資源水準の値

ー
親魚量6.0万トン

（Target Reference Point：TRP）

目指す方向 親魚量2.4万トンへの回復

 50パーセント以上の確率で親
魚量6.0万トン以上への回復
（2019年の水準から4.1万トン
以上の増加）

 漁獲量1.9万トン（2018年）
 漁獲の強さ（ＭＳＹ水準比）

（近年 1.36 → ？）
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親魚量(2019年）・・・1.9万トン



１．マアジ対馬暖流系群資源評価 -「これまで」と「これから」の比較 -

これまで これから

下回ってはいけない
資源水準の値

親魚量15.0万トン
（Blimit)

親魚量10.7万トン
（Limit Reference Point：LRP）

回復・維持する目標と
なる資源水準の値

ー
親魚量25.4万トン

（Target Reference Point：TRP）

目指す方向 親魚量15.0万トンへの回復

 50パーセント以上の確率で親
魚量25.4万トン以上を維持
（2019年の水準は達成済）

 漁獲量12.4万トン（2018年）
 漁獲の強さ（ＭＳＹ水準比）

（近年 0.80 → ？）
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親魚量(2019年）・・・31.1万トン



２．資源管理 -「これまで」と「これから」の比較 -

これまで これから

資源管理の目標

◎安定した加入が見込める最低限の親魚資源
量（Blimit）への回復

◎最大持続生産量を達成する資源水準の値
（目標管理基準値）への回復

◎乱かくの防止（限界管理基準値を下回らない
よう管理）

資源評価
手法

◎年齢別資源量推定
（将来予測における加入量の仮定：実績値）

◎年齢別資源量推定
（将来予測における加入量の仮定：理論値
（ホッケー・スティック型など））

漁獲シナリオ

◎漁獲圧力一定

◎Blimitを上回る確率は50％未満も可

◎漁獲圧力一定＋限界管理基準値を下回れ
ば漁獲圧力を直線的に下げる

◎目標管理基準値を上回る確率は50%以上

ＴＡＣ（ＡＢＣ）
の算定方法

◎ＴＡＣ≦ＡＢＣ
◎毎年

 複数の漁獲シナリオと、
 漁獲シナリオ毎に２つのＡＢＣ
を提示（複数のＡＢＣ）

◎ＡＢＣの最大値の範囲内でＴＡＣを選定

◎ＴＡＣ≦ＡＢＣ
◎あらかじめ以下を定めておく

 資源管理目標
目標管理基準値：TRP
限界管理基準値：LRP

及び
 漁獲シナリオ
（資源管理目標、漁獲シナリオは定期的に
見直し）

◎漁獲シナリオに則して毎年１つのＡＢＣを算
出し、それに基づき、ＴＡＣを設定

ＴＡＣの配分
◎漁獲実績を考慮して配分

 大臣管理 ＋ 知事管理
◎漁獲実績を考慮して配分

 大臣管理 ＋ 知事管理
（実行上の柔軟性を高める措置） 5



３．マイワシ、マアジの資源管理のスケジュール

① 資源評価（神戸チャート）の説明

• 令和２（2020）年５月に公表

• 今回の検討会で説明

• 令和２（2020）年８～９月頃に更新結果を公表予定

• 第２回検討会（令和２（2020）年９～10月頃）で更新内容を説明

②-１ 資源管理目標の検討

• 令和２（2020）年５月に公表

• 今回の検討会で説明＆議論

• 第２回検討会（令和２（2020）年９～10月頃）で再度説明予定

②-２ 漁獲シナリオの検討

• 今回の検討会で説明＆議論

• 第２回検討会（令和２（2020）年９～10月頃）で今回の議論を踏まえ

た水産庁の考え方を説明＆議論

③
資源管理基本方針の策定
（②で検討した資源管理目標及び
漁獲シナリオを含む）

パブリックコメントを実施したのち、令和２（2020）年11月下旬の水産

政策審議会資源管理分科会への諮問・答申を経て決定

④ 令和３年（2021年）漁期ＴＡＣの決定
令和２（2020）年11月下旬の水産政策審議会資源管理分科会への諮

問・答申を経て、TAC数量の決定と配分数量の公表

令和２年12月１日 改正漁業法施行

⑤ 新たなTAC管理の実施 改正漁業法に基づく管理（令和３（2021）年１月１日～12月31日）
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本検討会ではここの部分を議論



４．今後検討すべき事項

① マイワシ対馬暖流系群の漁獲シナリオ … β＝？

② 資源再建計画の策定

４－１．まいわし日本海・東シナ海
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2031年漁期に親魚量が990千トンを上回る確率

４－１－① マイワシ対馬暖流系群の漁獲シナリオ（案）

 2019年の親魚量は、23.2万トンであり、限界管理基準値の45.4万トンを下回っていることから、「資源再建計

画」の対象となる。

 「資源再建計画」とは、限界管理基準値を下回った場合には、資源水準の値を目標管理基準値にまで回復

させるための計画である。

 10年後（2031年漁期）に親魚量が目標管理基準値を50パーセント以上の確率で上回る漁獲シナリオを選択

する。
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β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 232 261 296 370 444 514 572 630 691 743 791 833 867

0.9 232 261 296 376 458 540 611 684 759 825 883 931 970

0.8 232 261 296 382 473 568 655 744 837 917 984 1,038 1,079

0.7 232 261 296 388 489 598 703 812 922 1,016 1,093 1,150 1,191

28%

41%

58%

72%

将来の親魚量の平均値

単位：千トン

β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 81 88 66 102 133 160 184 205 224 241 256 269 279

0.9 81 88 60 95 127 155 181 203 224 243 259 272 282

0.8 81 88 54 88 120 148 175 199 221 242 257 271 280

0.7 81 88 48 80 111 140 167 192 215 235 251 264 272

将来の漁獲量の平均値

単位：千トン



４－１－② 資源再建計画の策定
１．資源再建計画

 改正漁業法第12条第１項第２号及び第15条第２項第２号に基づき、資源評価の結果、資源水準の

値が限界管理基準値を下回る状態にあることが判明した水産資源については、当該資源水準の値が

判明した管理年度の末日から２年以内に、当該資源水準の値を原則として10年以内に目標管理基準

値まで回復させるための計画（資源再建計画）を定めるものとする。

２．期間

 原則として10年を超えないものとする。

 ただし、いかなる措置を講じても、当該水産資源の資源水準の値が10年以内に目標管理基準値を

上回る値まで回復する見込みがない場合には、当該水産資源の特性、当該水産資源に係る漁業の経

営その他の事情を勘案して合理的と認められる範囲内で、10年を超える期間を定めることができる。

３．暫定管理基準値

 資源再建計画には、暫定的に10年を超えない期間ごとに回復させるべき目標となる資源水準の値

（暫定管理基準値）、暫定管理基準値を達成する年度及び当該年度に資源水準の値が暫定管理基準

値を上回る確率を定める。

 「資源水準の値が暫定管理基準値を上回る確率」は、水産資源ごとに、50パーセント以上の値を

定める。

４．検証

 少なくとも２年ごとに資源評価に基づき資源再建計画の達成状況の検証を行う。

 その結果に基づいて計画の見直しその他必要な措置を講ずる。

５．終了

 資源再建計画の終期前に資源水準の値が目標管理基準値を上回ることが判明した場合には、判明

した管理年度の末日をもって当該資源再建計画は終了する。 9



４．今後検討すべき事項

① マアジ太平洋系群の漁獲シナリオ … β＝？

② マアジ対馬暖流系群の漁獲シナリオ … β＝？

③ 総ABC（ABC_all)のうち、日本の配分(ABC_JAPAN)は？

④ マアジ太平洋系群と対馬暖流系群 … 系群別管理？ or 一体的管理？

４－２．まあじ
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2031年漁期に親魚量が60千トンを上回る確率

４－２－① マアジ太平洋系群の漁獲シナリオ（案）

 2019年の親魚量は目標管理基準値以下にあると考えられる。

 本系群は東シナ海からの移入群によっても構成されると想定されるが、従来から対馬暖流系群と分けて親

魚量や加入量の推定を行っていることから、今回も同様に別系群として資源評価が行われた。

 10年後（2031年漁期）に親魚量が目標管理基準値を50パーセント以上の確率で上回る漁獲シナリオを選択

する。
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β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 19 18 19 27 34 41 46 50 52 54 56 57 57

0.9 19 18 19 28 38 46 52 56 59 61 62 63 64

0.8 19 18 19 30 41 51 58 63 65 68 69 71 71

0.7 19 18 19 31 45 57 65 70 73 75 77 79 80

39%

48%

57%

67%

将来の親魚量の平均値

単位：千トン

β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 17 17 15 20 24 28 31 32 34 35 36 36 36

0.9 17 17 14 19 24 28 31 32 34 35 36 36 36

0.8 17 17 12 18 23 27 30 32 33 34 35 36 36

0.7 17 17 11 17 22 27 30 31 33 34 34 35 35

将来の漁獲量の平均値

単位：千トン



2031年漁期に親魚量が254千トンを上回る確率

４－２－② マアジ対馬暖流系群の漁獲シナリオ（案）

 2019年の親魚量は、目標管理基準値以上にある。

 10年後（2031年漁期）に親魚量が目標管理基準値を50パーセント以上の確率で上回る漁獲シナリオを選択

する。
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β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 311 311 321 293 277 266 260 258 257 256 255 254 254

0.9 311 311 321 310 303 297 293 292 291 290 290 289 289

0.8 311 311 321 328 333 333 332 332 332 331 331 330 330

0.7 311 311 321 348 367 375 378 379 381 381 381 380 380

45%

68%

85%

96%

将来の親魚量の平均値

単位：千トン

β 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

1 141 152 180 169 166 161 160 161 160 159 159 158 158

0.9 141 152 168 163 162 159 158 159 158 158 158 157 157

0.8 141 152 154 156 157 155 154 155 155 154 155 154 154

0.7 141 152 140 147 150 149 149 150 150 150 150 149 149

将来の漁獲量の平均値

単位：千トン



４－２－③ 総ABC（ABC_all)のうち、日本の配分(ABC_JAPAN)は？

 計算された資源評価対象水域の総ABCは、日・韓双方の漁獲に対応するもの（中国は含まず）。したがって、

総ABC（ABC_all）から、日本分（ABC_JAPAN）を確定する必要。

 マアジ太平洋系群については、現行のＴＡＣ管理と同様、全てを日本分とする（ABC_JAPAN = ABC_all）ことと考

えている。

 マアジ対馬暖流系群については、現行のＴＡＣ管理と同様、総ABCの89パーセントを日本分とする

（ABC_JAPAN = ABC_all×0.89）ことと考えている。

13
100%

0%

マアジ太平洋系群の配分比率

89%

11%

マアジ対馬暖流系群の配分比率

日本分

β 2020
漁期

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

マアジ太平洋系群 0.80 17 12 18 23 27 30 32 33 34 35 36 36

マアジ対馬暖流系群 0.90 152 168 163 162 159 158 159 158 158 158 157 157

資源評価対象水域の総ABC（イメージ）

単位：千トン
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 太平洋系群はABC_all、対馬暖流系群はABC_all×0.89を基本とすることと考えている。 。

 対馬暖流系群について、親魚量が限界管理基準値を下回った場合の日本分の割合は、我が国漁業者の

資源管理の努力も踏まえ、今後検討。
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４－２－③ 総ABC（ABC_all)のうち、日本の配分(ABC_JAPAN)は？ -続き-
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４－２－④ マアジ太平洋系群と対馬暖流系群：系群別管理？ or 一体的管理？

 マアジ太平洋系群と対馬暖流系群については、別の系群として資源評価を行っているものの、マアジ太平

洋系群の資源評価書には、「東シナ海からの移入群によっても構成されると想定されるが、従来から対馬暖

流系群と分けて親魚量や加入量の推定を行っていること」からこれまで同様に別系群として資源評価の検討

を行ったとされており、別の系群とする科学的根拠に疑義が呈されている。

 現時点においては、資源評価を統合することは難しいものの、将来的に全国を一つに統合した資源評価を

行うべく、議論が進められている。

 このため、従来どおり、「まあじ」として管理を行うことを考えている。

資源評価単位 管理単位 対象海域（注：現行のTAC管理と同様）

マアジ太平洋系群

まあじ 全国

マアジ対馬暖流系群

15
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